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氷見市お知らせメールの「防災メールマガジン」では大雨、洪水、
土砂災害等の気象警報や避難勧告等の情報を配信しています。

氷
見
高
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、９
月
に
開
催
さ
れ
た
第
73
回
国
民
体
育
大
会「
福

井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
２
０
１
８
」ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
少
年
男
子
の
部
に
お
い
て
県
勢
と
し

て
18
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

３
月
の
全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会
、7
月
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
と
合
わ
せ

て
の「
高
校
三
冠
」を
達
成
し
ま
し
た
。

国
体
優
勝
パ
レ
ー
ド

�

＆ 

報
告
会

９
月
17
日
の
決
勝
戦
で
開
催
地
の
北
陸

高
校（
福
井
県
）
と
の
息
詰
ま
る
接
戦
を

28
対
27
で
制
し
た
選
手
ら
は
、
夕
方
に
大

勢
の
市
民
の
出
迎
え
を
受
け
て
、
旧
市
役

所
跡
地
か
ら
優
勝
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
の
い
き
い
き
元
気
館
で
は
保

護
者
や
競
技
関
係
者
、
学
校
Ｏ
Ｂ
ら
に
囲

ま
れ
優
勝
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

谷
内
口
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
長
は

「
新
し
い
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
で
く

れ
た
」、林
市
長
は「
市
民
に
大
き
な
喜
び

と
感
動
を
与
え
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
ま
ち

氷
見
の
名
を
全
国
に
発
信
し
て
く
れ
た
」

と
選
手
た
ち
を
祝
福
し
ま
し
た
。

徳
前
監
督
は「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
大
好

き
な
選
手
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
成
長
を
目
指

し
努
力
し
た
こ
と
で
、
三
冠
を
達
成
で
き

た
。
優
勝
を
一
つ
の
経
験
と
し
て
、
新
た

な
チ
ー
ム
づ
く
り
を
し
て
い
く
」
と
決
意

を
語
り
、椎
木
部
長
（
氷
見
高
校
3
年
生
）
は

「
最
後
ま
で
勝
ち
抜
い
た
仲
間
が
誇
ら
し

い
。
こ
の
優
勝
は
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん

の
お
か
げ
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

男
子
ユ
ー
ス
ア
ジ
ア
選
手
権

�

の
準
優
勝
に
貢
献

国
体
決
勝
戦
の
会
場
か
ら
直
接
、
第
８

回
男
子
ユ
ー
ス
ア
ジ
ア
選
手
権
が
開
催

さ
れ
た
ヨ
ル
ダ
ン
へ
向
か
い
、
日
本
代
表

男
子
Ｕ

−

19
に
合
流
し
た
安
平
主
将
、
窪

田
選
手
、
清
水
選
手
（
氷
見
高
校
3
年
生
）。

同
校
出
身
の
朝
野
選
手（
筑
波
大
学
1
年

生
）
と
と
も
に
主
力
選
手
と
し
て
試
合
に

出
場
し
、
歴
代
チ
ー
ム
の
最
高
成
績
に
並

ぶ
準
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

10
月
2
日
に
平
野
校
長
と
徳
前
監
督

は
、
安
平
主
将
、
窪
田
選
手
、
清
水
選
手
、

椎
木
部
長
の
4
選
手
と
と
も
に
国
体
優
勝

と
男
子
ユ
ー
ス
ア
ジ
ア
選
手
権
準
優
勝
の

報
告
の
た
め
、
林
市
長
の
も
と
を
訪
れ
ま

し
た
。

平
野
校
長
は「
国
体
で
自
分
た
ち
の
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
が
で
き
た
の
は
、
皆
さ
ん
の

声
援
が
大
き
な
力
に
な
っ
た
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
、
徳
前
監
督
は「
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
の
ま
ち
氷
見
が
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
を
願
う
」
と
思
い
を
伝
え
ま
し

た
。安

平
主
将
は「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
選
手
と

プ
レ
ー
し
た
い
」、窪
田
選
手
は「
世
界
に

通
用
す
る
選
手
に
な
り
た
い
」、
清
水
選

手
は「
年
代
が
上
が
っ
て
も
、
日
本
代
表

に
入
り
続
け
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。林

市
長
は「
こ
の
感
動
を
忘
れ
ず
、
人

生
の
糧
に
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

※�迷惑メール設定を行っている場合は、「 himi-city@e.bme.jp 」
からの受信を許可する設定をお願いします。

❶ �市ホームページ内で「氷見市お知らせメール」と検索いただくか、
トップページ下のバナー欄の「お知らせメール登録」をクリック

❷ �市お知らせメールページ内にある「会員登録」の手順１「メールマガ
ジン登録・解除フォーム」をクリック

❸ �登録を希望するメールアドレスを入力し、登録ボタンをクリック
してください。

❹ �「防災メールマガジン」に□✓をいれて登録ボタンを押してください。

氷見市お知らせメールの登録方法

登録制 　氷見市お知らせメール（防災）

　携帯電話やスマートフォンから上記手順で登録用
アドレスにアクセスいただくか、QRコードを読み込
み、登録手続きをお願いします。
登録用アドレス
http://www.city.himi.toyama.jp/hp/shisei/
kouhou/website/mail

QRコード

平成30年度　原子力防災訓練の実施 問合せ　地域防災課 ☎ 74-8021

市では、平成24年度から原子力防災訓練を実施しています。
今年度も市、県の地域防災計画などに基づき、関係機関相互の連携強化や地域住民の原子力防災意識の向上を図
るため、住民参加のもと、富山県、石川県、事業者などと共同で訓練を実施します。

今年度の住民避難訓練の対象地域は、 阿尾自主防災会地区、薮田自主防災会地区、女良自主防災会地区 です。
訓練対象地域には、サイレンの後、防災行政無線の放送が流れます。
また、市内全域に緊急速報メールの配信を行います。緊

急速報メールはマナーモードであっても着信音が鳴ります
のでご留意ください。

日時　11月11日㈰ 午前８時～午後４時（予定）
主な訓練内容　� �
 �・屋内退避および住民避難訓練（避難訓練対象地域）� �
※�住民避難訓練に参加する方は、カッパ、帽子、マスク、手袋を着
用し集合してください。また、各自想定の非常時持ち出し品を
持参してください。

　もしものときの基本的な対応については、「富山県の原
子力防災パンフレット」、避難計画などの内容については
「原子力防災ハンドブック」にわかりやすく掲載されてい
ますので、ぜひご確認ください。
※県ホームページからダウンロードできます。

【市内全域】
時　間 内　容

午前9時すぎ 緊急速報メール配信

【阿尾・薮田・女良自主防災会地区】
時　間 内　容

午前8時すぎ 放送「屋内退避の準備」

午前9時すぎ 放送「屋内退避の実施」

午前10時10分ごろ 放送「阿尾・薮田・女良自主防災会地区
の避難訓練参加者は自宅から避難開始」

一時集合場所へ移動
阿尾・薮田自主防災会地区 
　→ 海峰小学校体育館に集合
女良（姿、中田、中波、脇地区） 
　→ 灘浦小学校体育館(小境)に集合
女良（長坂、平沢、吉岡、平地区） 
　→ 旧灘浦小学校(宇波)へ
自家用車避難者 
　→ 各自主防災地区の体育館に集合

午前10時35分～ 安定ヨウ素剤の説明・事務連絡(約30分)

午前11時 5分～ 一時集合場所から避難開始

避難退域時検査場所へ移動
バス避難者	→ 屋内健康広場(鞍川)へ
自家用車避難者 
	 → 旧市民病院跡地(幸町)へ

午前11時20分ごろ～ 放射性物質がついていないかの
検査の訓練を行います。

（検査終了後、順次） 避難退域時検査場所から避難開始

避難所小杉高等学校(射水市)へ移動

午後0時30分ごろ～ 昼食・パネル見学・講演・閉会式
〈 閉会式は午後3時ごろ終了予定 〉

防災行政無線が聞き取れない場合は、以下の番号に
電話すると内容を聞くことができます。

☎ 0180-99-7777

防災行政無線が聞き取れなかった場合

自衛官候補生（男性・女性）募集！
年間を通じて募集しています！
資格条件　�18歳以上33歳未満（採用予定月の1日現在）

応募資格一部変更に関するお知らせ
　採用年齢の上限が27歳未満から33歳未満に引き上げら
れました。
問合せ　自衛隊高岡募集事務局 ☎21 - 2411� �
　　　　地域防災課 ☎74 - 8021

防災講演 in 氷見市
～土砂災害から身を守るためには？～
　いざというときに「土砂災害から身を守るた
め」の知識、避難行動、土砂災害の現状、被災した
地域の状況や復興など防災に関する様々な情報に
ついて「学ぶ場」として講演会を開催します。
　ぜひ多くの方のご参加をお待ちしております。

日時　�11月25日㈰� �
午後1時15分～ 4時（午後0時30分開場）

場所　いきいき元気館
講師　富山大学 名誉教授 竹内 章 氏 ほか

参加
無料

氷
見
高
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

高
校
三
冠
達
成
!!
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応援　
　してます

問合せ　�ひみ食彩まつり実行委員会事務局�
（商工観光課内）　　　☎74-8106

氷見ならではの食の楽しみ方を堪能できるイベント 11月4日日
漁業文化交流センター および 周辺
氷見漁港内 （氷見市中央町7-1）

食1 のエリア 特産品2 のエリア

ステージ4 イベント

注目3 ポイント

氷見の野菜や果物、一夜干し・みりん干しなどの水産加
工品、氷見高校生が考案した缶詰・レトルトパック�など
 特別参加 　�姉妹都市静岡県島田市のお茶� �

長野県大町市のおやき販売など

時　間 内　容
9：45〜10：10 オープニングセレモニー
10：15〜10：35 子ども獅子舞（上庄保育園）
10：40〜10：50 花笠音頭（みどり保育園）
11：15〜12：00 海上自衛隊舞鶴音楽隊  演奏  第1部
12：30〜13：20 JA女性部アトラクション
13：30〜14：15 海上自衛隊舞鶴音楽隊  演奏  第2部

氷見寿司、氷見牛串焼き、氷見ととぼち鍋、新米おにぎ
り、氷見うどん、氷見カレー、氷見煮干しラーメン、ス
イーツ� など

 郷土食コーナー 　�氷見の郷土食やアレンジ郷土食の�
実演・試食（地元の方の解説付き）�
〈第1部〉午前10時～ 11時30分�
〈第2部〉正午～午後1時30分

 地酒BAR 　�氷見産の日本酒・焼酎・梅酒・ワイン・ビールと�
おつまみを楽しめます。

 氷見寿司 　�天然の生け簀
す
、富山湾で捕れる新鮮なネタを市内名店寿司職人がその場で握るお寿司を味わえます。

 氷見牛串焼き 　�最高級の黒毛和牛「氷見牛」の色々な部位の味が楽しめます。
 氷見ととぼち鍋 　�氷見沖で水揚げされた新鮮な小魚をすり身にした「ととぼち」は、魚の旨味を存分に味わえます。

魚の革やうろこを使った小物・アクセサリーづくり

※写真はイメージです。

参加・体験5 コーナー来場者の

駐車場　
氷見漁港、いきいき元気館、�
旧氷見市役所跡地、旧氷見市民病院跡地、�
比美乃江公園をご利用ください。

当
日
は
旧
市
民
病
院
跡
地
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
！

時
間
　
午
前
9
時
15
分
～
午
後
3
時（
15
分
お
き
）※�内容は10月10日時点のものです。予定が変更となる場合がありますの

で、予めご了承ください。詳細は決まり次第、氷見市観光ポータルサイ
ト「きときとひみどっとこむ」にてお知らせします。

　「ねんりんピック富山2018」を11月3日（土・祝）から6日（火）まで
の４日間、富山県内15市町村（27種目）で開催します。
　氷見市では、11月4日（日）にふれあいスポーツセンターで、ダンス
スポーツ競技を開催します。

と　き：１１月４日㈰
ところ：ふれあいスポーツセンター

入場無料

開始式 	午前8時50分～
交流試合 	午前10時～
表彰式 	午後6時～
※�大会日程など詳しくは広報ひみ10月号
17ページをご覧ください。

駅前おもてなしガーデン友の会の皆さん

ねんりんピック富山 2018　総合イベントスケジュール� 問合せ　ねんりんピック富山 2018 実行委員会 ☎ 076-444-2176

氷見高等学校の生徒の皆さん
　全国からお越しいただく、選手や監督など来場者
の皆さんを秋花でお迎えします。
　大会開催に合わせて植替えし、準備万端！

総合開会式
 と　き 　11月3日（土・祝） 午前10時～午後1時�
 ところ 　県総合運動公園陸上競技場（富山市任海）
〇 式典（選手団の入場など）​
〇 �メインアトラクション（伝統芸能・創作ダンス）�
・メインナビゲーターは柴田理恵さん（富山市出身）

きときと富山ねんりんフェスタ
 と　き 　�11月3日（土・祝）～ 5日（月）�

午前10時～午後5時　※5日は午後4時まで
 ところ 　富山駅周辺
〇 �ふれあい広場／親水広場 
・�アンガールズなどが出演する「ふれあいステージ」

〇 �グルメ・物産コーナー／親水広場 
・氷見牛カレー、たら汁、白エビバーガーなど

〇 �ふれあいニュースポーツ／富山市総合体育館 
・輪投げやスポーツ吹矢など

〇 �健康フェア／富山市総合体育館 
・健康相談やおくすり相談コーナなど

〇 �地域文化伝承館／とやま自遊館 
県内老人クラブ等による地域文化や郷土芸能など
の発表
氷見市からの出演団体の皆さん
日 時間 団　体　名 内容／ジャンル

３日

11：15 健康体操創作普及塾 健康体操

13：15 下十二町老人会 踊り

14：15 ハーモニカサークル　アスナロ ハーモニカ演奏

４日 11：30 氷見網お越木遣り保存会 伝統芸能

〇 �美術展／富山県民会館 
全国の高齢者による創作作品の展示

　11月4日㈰の大会で、開会式のプラカード持ちや
大会運営補助員として、頑張ります！！

午前9時30分～ 
午後3時� 雨天決行

こんにちはまた　　
　来られ氷見に　　

　ようこそ
皆さんも選手団に積極的に
声をかけ応援しましょう！

詳しくは、ねんりんピック富山2018公式ホームページ内検索　 フェスタ サイト内検索

総合閉会式
 と　き 　11月6日㈫ 午後0時45分～午後2時�
 ところ 　富山市芸術文化ホール（富山市牛島町）
〇 式典（大会映像の上映など）
〇 �アトラクション（越中おわら、ふるさとの空などの富山の歌）

入 場 無 料 　  当日入場整理券（先着順）が必要です。（事前申し込みは終了しました。）
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9
月
市
議
会

定
例
会

　
9
月
市
議
会
定
例
会
は
、
9
月
5
日
に
開
会
し
、
26
日
ま

で
の
22
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案

な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
承
認

お
よ
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
（
■
議
案　
○
報
告
の
み　
▲
認
定
）

予
算
関
係

■ �

平
成
30
年
度
氷
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）�

�
�

6
億
8
1
0
万
円

・�

小
中
一
貫
校
整
備
事
業
費�
2
2
0
1
万
円

　
西
部
中
学
校
区
で
の
小
中
一
貫
校
整
備
に
あ
た
り
、
学

校
施
設
改
修
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

・�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
化
推
進
事
業
費�

�
�

8
6
4
万
円

　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
光
化
の
推

進
に
向
け
た
設
備
更
新
の
た
め
の
基
本
設
計
を
行
い
ま

す
。

・�

N
P
O
バ
ス
運
営
推
進
事
業
費　
　
　
　
　
7
2
9
万
円

　
上
庄
谷
地
域
N
P
O
バ
ス
の
運
行
に
必
要
な
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

・�

公
民
連
携
に
よ
る
新
文
化
施
設
計
画
推
進
事
業
費�

�
�

4
0
8
万
円

　

新
文
化
施
設
の
整
備
を
担
う
事
業
者
に
つ
い
て
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
提
案
方
式
に
よ
り
公
募
し
ま
す
。

・�

小
中
学
校
備
品
購
入
費�

2
3
0
万
円

　
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
対
策
と
し
て
防
犯
安
全
器
具

を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
冬
季
の
学
習
環
境
を
維
持
す
る

た
め
、老
朽
化
し
た
暖
房
器
具
を
更
新
し
ま
す
。

・�

保
育
所
運
営
事
業
費�

24
万
円

　
園
児
の
安
全
確
保
対
策
と
し
て
防
犯
安
全
器
具
を
整
備

し
ま
す
。

・�

子
ど
も
・子
育
て
支
援
事
業
計
画
進
行
管
理
事
業
費�

�
�

1
3
9
万
円

　

平
成
32
年
度
か
ら
の「
第
2
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」の
策
定
に
必
要
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

・�

消
防
署
屋
外
施
設
整
備
事
業
費�

9
7
9
万
円

　
消
防
庁
舎
の
機
能
向
上
を
目
指
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

離
着
陸
場
な
ど
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
行
い
ま
す
。

・�

財
政
調
整
基
金
積
立
金�

4
億
3
4
5
0
万
円

・�

そ
の
他�

1
億
1
7
8
6
万
円

■ �

平
成
30
年
度
氷
見
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

収
益
的
収
入�

△
3
7
5
万
円

収
益
的
支
出�

1
6
6
4
万
円

資
本
的
収
入�

△
66
万
円

資
本
的
支
出�

72
万
円

■ �

平
成
30
年
度
氷
見
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

収
益
的
収
入�

3
8
5
万
円

収
益
的
支
出�

3
8
5
万
円

資
本
的
収
入�

△
6
万
円

■ �
平
成
30
年
度
氷
見
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）�

�

歳
入
・
歳
出�

2
億
6
1
1
1
万
円

■ �

平
成
30
年
度
氷
見
市
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1

号
）�

�

歳
入
・
歳
出�

△
5
9
7
万
円

■ �

平
成
30
年
度
氷
見
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

1
号
）�

�

◎
保
険
事
業
勘
定�

�

　
歳
入
・
歳
出�
1
億
5
8
3
4
万
円

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定�

�

　
歳
入
・
歳
出�

　
△
3
7
2
万
円

■ �

平
成
30
年
度
氷
見
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
1
号
）�

�

歳
入
・
歳
出�

43
万
円

条
例
関
係
な
ど

■ �

氷
見
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■ �

氷
見
市
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
市
税
の
特
別
措
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■ �

氷
見
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■ �

氷
見
市
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

■ �

平
成
29
年
度
氷
見
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て

○ �

平
成
29
年
度
氷
見
市
財
政
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

○ �

平
成
29
年
度
氷
見
市
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

○ �

平
成
29
年
度
氷
見
市
一
般
会
計
継
続
費
精
算
報
告
書

▲ �

平
成
29
年
度
氷
見
市
一
般
会
計
、特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

▲ �

平
成
29
年
度
氷
見
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
▲ �

平
成
29
年
度
氷
見
市
病
院
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て人
事
関
係

■ �

氷
見
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て�
�

定
塚　
信
敏 

氏（
島
尾
）　
新
任

■ �

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て�

�

藪
波　
順
子 

氏（
薮
田
）　
再
任�

�

髙
瀬　
　
泉 

氏（
早
借
）　
再
任

　
年
末
調
整
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

来
年
2
月
に
は
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告

受
付
も
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
必
要
な
書
類

の
中
に
は
、発
行
に
時
間
が
か
か
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
準
備
は
早
め
に
済
ま
せ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者

特
別
控
除
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
31
年
度
の
市
・
県
民
税
（
所
得
税
は
平
成

30
年
分
）
か
ら
次
の
通
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼ 

配
偶
者
控
除

　
合
計
所
得
金
額
が
９
百
万
円
を
越
え
る
納
税

義
務
者
に
つ
い
て
は
、配
偶
者
の
控
除
額
が
段

階
的
に
減
額
さ
れ
、合
計
所
得
金
額
が
１
千
万

円
を
超
え
る
と
配
偶
者
控
除
の
適
用
は
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

▼ 

配
偶
者
特
別
控
除

　
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
の

合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
超
１
２
３
万
円
以
下

（
改
正
前 

38
万
円
超
76
万
円
未
満
）
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、改
正
前
と
同
様
に
合
計
所
得
金
額
が

１
千
万
円
を
超
え
る
納
税
義
務
者
に
は
、配
偶

者
特
別
控
除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
社
に
勤
め
て
い
る
人
へ

▼
扶
養
親
族
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

　
控
除
の
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
は
、16
歳
以

上
（
平
成
30
年
12
月
31
日
現
在
）（
1
）
で
、
年
間

の
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
の
人
で
す
。
年
末

ま
で
に
そ
の
人
数
が
変
わ
る
場
合
は
、勤
務
先

に
提
出
済
み
の「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
申

告
書
」を
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１ 

�

16
歳
未
満
の
場
合
は
、
市
・
県
民
税
の
課
税
・

非
課
税
の
判
定
に
用
い
る
扶
養
人
数（
年
少
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼ 

再
就
職
し
た
人
は
…

　
今
年
、会
社
を
退
職
し
て
別
の
会
社
に
再
就

職
し
た
人
は
、
今
年
の
給
与
総
額
を
元
に
、
現

在
の
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
退
職
し
た
会
社
か
ら
源
泉
徴
収
票
を
取

り
寄
せ
、現
在
の
勤
務
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼ 

控
除
証
明
書
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　
次
の
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、証
明

書
な
ど
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
早

め
に
取
り
寄
せ
て
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

•

生
命
保
険
料
控
除

•

地
震
保
険
料
控
除

•

小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除

•�

社
会
保
険
料
控
除
（
社
会
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
な
ど
）

※�

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
は
、証
明
書
を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
年
の
納
付
額
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
税
務
課 

☎
74 -

８
０
４
３

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を�

 
�

受
け
る
場
合

　
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

場
合
は
、確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
2
年
目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
要
書
類
　

①� 

税
務
署
長
が
発
行
し
た「
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
証
明
書
」

②� 

金
融
機
関
な
ど
が
発
行
し
た「
住
宅
取
得

資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明

書
」

問
合
せ
　
高
岡
税
務
署 

☎
21 -

２
５
０
１

国
民
年
金
保
険
料
を�

 
�

納
付
し
て
い
る
人
へ

▼ 

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
や
市
・
県
民

税
の
申
告
を
す
る
際
、全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
年
の
1
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象

で
、過
去
の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含

み
ま
す
。
ま
た
、家
族
の
分
も
納
付
し
て
い
る

場
合
は
、そ
れ
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
は
、
日
本
年
金
機
構
が
送
付
し
ま
す
。
10

月
1
日
ま
で
に
納
付
し
た
人
に
は
11
月
上
旬

に
、10
月
2
日
以
降
に
今
年
初
め
て
納
付
し
た

人
に
は
来
年
2
月
上
旬
に
控
除
証
明
書
が
届
き

ま
す
。
大
切
に
保
管
し
、年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　�

高
岡
年
金
事
務
所�

�

☎
21 -

４
１
８
０
（
自
動
音
声
案
内
）�

�

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル�

�

☎�

０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４�

�

（
11
月
1
日~

来
年
3
月
15
日
）

事
業
主
、事
業
所
の�

 
�

給
与
担
当
者
へ

▼ 

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
　
11
月
20
日
㈫ 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場
所
　
氷
見
水
産
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　
高
岡
税
務
署 

☎
21 -

２
５
０
１

要
介
護
認
定
者
の�

 
�

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
を
持
た
な
い
65
歳
以
上
の
人

で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
障
害
者
に

準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
市

役
所
福
祉
介
護
課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
福
祉
介
護
課 

☎
74 -
８
０
６
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を�

 
�

お
忘
れ
な
く
！

　
扶
養
控
除
申
請
や
年
末
調
整
お
よ
び
税
の
申

告
に
は
、本
人
と
控
除
対
象
と
な
る
扶
養
親
族

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
の
推
進（
完
全
実
施
） 

�

に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
か
ら
、県
内
の
全
市
町
村
に
お

い
て
、こ
れ
ま
で
市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
制

度
を
実
施
し
て
い
な
い
事
業
者
（
給
与
支
払
者
）

に
対
し
て
も
、
特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、給
与
所
得
者
の
市
・
県
民
税

は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
原
則
給

与
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
税
務
課 

☎
74 -

８
０
４
３

年
末
調
整
・税
の
申
告  

の

準
備
は
お
早
め
に
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「地域運営組織の可能性と必要性�
� ～地域づくり協議会の“いろは”〜」

物忘れ・認知症相談会

申込・問合せ　地域振興課 ☎ 74-8013　FAX 74-8255
E-mail 　chiikishinkou@city.himi.lg.jp

問合せ　�氷見市医師会 ☎ 72-2135�
地域包括支援センター ☎74-8067

申込・問合せ　�地域包括支援センター�
☎ 74-8067

氷見市地域づくり講演会

　氷見市では協働のまちづくりを目指して、集落を超えた21地区（旧小学校区単位）で地域運営を行う「地域づく
り協議会」の設立を推進しており、平成30年10月現在で６つの協議会が設立されています。
　島根県における古民家や集落研究を通して農村地域における集落の実態を熟知する作野氏から、地域運営組
織の必要性や将来への希望・展望、そして先進事例などについてご講演いただきます。
　また、後半には、地域づくり協議会設立の参考としていただくために、「全住民アンケートの内容を考えよ
う！」も参加者全員で実施します。
　皆さまのご参加をお待ちしています！
 日時 　12月2日㈰ 午後２時～５時
 場所 　ふれあいスポーツセンター会議室
 講師 　�島根大学教育学部� �

共生社会教育講座 教授 作野 広和 氏
 申込〆切 　11月26日㈪
 申込 　�電話、FAXまたはメールにて氏名･住

所をお知らせください。
 主催 　氷見市、氷見市自治振興委員連合会

　病気になっても介護が必要になっても「ずーっと家で過ご
したい」という思いに寄り添う医療や介護の関係者の取り組
みを紹介します。
　この機会に在宅医療、介護への理解を深めませんか。
 日時 	� 11月18日㈰ 午後１時～ 3時30分
	 ※正午から体験・相談コーナー開催
 場所 	いきいき元気館３Ｆホール
 内容 	①第一部
	 講演 「�あなたと生きた家でいきたい� �

� ～大切なものを守るために～」
	 講師 �やまと＠ホームクリニック� 院長 大和 太郎 氏�

� 緩和ケア認定看護師 寺田 祐里 氏
	 ②第二部
	 座談会「安心して家で過ごすために…」
	 座長 �嶋尾内科医院� 院長  嶋尾 正人 氏�

金沢医科大学氷見市民病院 総合診療科� �
� 教授  笠巻 祐二 氏�
氷見訪問看護ステーション� �
� 管理者 森  留美 氏�
エルダーヴィラ氷見居宅介護支援事業所� �
� 管理者 別所 由紀 氏

 体験・相談コーナー 　（正午〜午後0時50分）
療養・栄養相談、福祉用具展示、骨密度・血管年齢・肌年
齢測定、やさしく見えるポイントメイク、コットンでパス
テル画など ※体験できる人数に限りがあります。

「最近もの忘れがひどくなった
気がする…」
「探し物ばかりしているんだけ
ど、これって認知症？」
などご自身やご家族のことで
悩んでいませんか？

認知症は早期に発見し、適切な対応や支援を
受け進行を緩やかにすることが大切です。身
近な人の変化に気づいたら、早く専門家に相談
しましょう。
この相談会では、本人も周りの人も安心でき
るよう支援します。
相談会は無料です。予約制、個
室での個別対応となっています。
お気軽にお申し込みください。
 日時・場所 
	11月	17日㈯	� ありがとうホーム氷見� �

（氷見市十二町135）
	12月	 8日㈯	� つまま園（氷見市阿尾410）
	 1月	20日㈰	� ケアホームひまわり� �

（氷見市大野1337 - 3）
	 2月	 6日㈬	� 地域包括支援センター� �

（市役所福祉介護課内）
	 3月	10日㈰	� そよ風ホーム� �

（氷見市窪2073）
いずれも午後1時から3時まで

マイナンバーカードの交付申請をお手伝いします
手数料無料
写真代不要

問合せ　市民課 ☎ 74-8051

　マイナンバーカードの初回発行を希望する方を対象に、専用のタブレット端
末を利用して申請のお手伝いをします。
　申請時に1回だけの来庁で、マイナンバーカードが取得できます。この期間
にぜひご利用ください。

◎ マイナンバーカードとは…
　プラスチック製のICチップ付きカードで
券面に氏名、住所、生年月日、性別、マイナ
ンバー（個人番号）と本人の顔写真などが表
示されます。

◎ こんなに便利です…
・�マイナンバーの提示と身分確認がこれ１枚でOK！
・�コンビニで住民票･印鑑証明書･戸籍証明書などを取得でき
ます！
・�e - Tax（国税電子申告・納税システム）などの電子申請も可能です！

マイナンバーカード

 受付期間  11月1日㈭から平成31年2月28日㈭までの平日
 受付時間  午前9時~11時30分、午後1時~3時
 受付場所  市民課窓口（A1）

❶ 来庁	 必ずご本人がお越しください。
	 持参するもの
	 ・通知カードと個人番号カード交付申請書（右図参照）
	 ・本人確認書類（※1）
	 ・住民基本台帳カード（所有者のみ）
	 （通知カードなどを紛失された場合は紛失届を記入していただきます。）

❷ 申請	 �マイナンバーカード申請同意書と暗証番号設定依頼書に署名いただいた
後、職員が写真を撮影し、申請のお手伝いをします。� �
（申請手続きには、おおむね30分程度要します。）

❸ カードの受け取り（※2）
　�本人限定受取郵便でカードを郵送しますので、必ずご本人がお受け取りくださ
い。（申請から4週間程度で発送）

※1 �本人確認書類……（A）の書類1点　または　（B）の書類2点� �
（A）顔写真付きの書類で運転免許証、パスポート、在留カード、身体障害者手帳など� �
（B）健康保険証、介護保険証、年金手帳、各種年金証書、医療受給者証、児童扶養手当証書、社員証、学生証など

※2 �申請時の提出書類などにより本人限定受取郵便での受け取りができない場合もあります。

　ご自分で申請書の郵送やスマートフォンなどでマイナンバーカードの交付申請をされた場合は、市民課でマイナ
ンバーカードをお受け取りいただきます。ご本人あてに「個人番号カード交付通知書（はがき）」を送付いたします
ので、個人番号カード交付通知書・通知カード・本人確認書類をご持参の上、来庁ください。
平日　�午前8時30分～午後5時15分（金曜日は午後7時まで延長）
※�23日㈮は祝日のため、22日㈭に窓口業務を午後７時まで延長します。

なお 毎月第２日曜日の午前中は「マイナンバー対応臨時窓口」を開設 しています。
11日㈰　午前9時～正午　（カードの受け取りのみ）
要予約（電話にて市民課まで）　※予約の受付は平日 午前8時30分～午後5時15分

通知カードと
個人番号カード交付申請書

申請の流れ

┉ 11月のマイナンバー対応窓口のお知らせ ┉　　H
P1063

講師略歴
1968年島根県松江市生まれ。2014年より現職。
専門は農業・農村地理学、過疎・中山間地域論、
GIS(地理情報システム)。
総務省過疎問題懇談会構成員や農林水産省鳥獣
害対策アドバイザーをはじめ、兵庫県豊岡市地

域コミュニティアドバイザー、島根県吉
よし

賀
か

町まちづくりアドバイ
ザーなど、市町村から全国まで幅広く活躍。島根県江

ごう

津
つ

市、邑
おお

南
なん

町など4市町に研究室の分室「ラボ」を設置し、住民との協働に
よるまちづくりを実践中。

平成30年度在宅医療推進市民フォーラム
ずーっと家で過ごしたい
～みんなで支える在宅医療～

入場無料
申込不要

を始めます！

入場無料
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◎ �予防接種を受ける�  
　インフルエンザにかかりにくくしたり、重症化を防ぐこ
とができます。�  
　ワクチンの効果が出るまでに約2週間かかります。また、
その効果が持続する期間は、約5カ月と言われています。� 
　流行する前に接種しましょう。

日時　11月3日（土・祝）  午前10時～午後3時
場所　柳田布尾山古墳公園
内容　● �屋外ステージ発表� �

・浦安の舞（窪小学校児童）（午前10時15分～、午後1時～）� �
・筝演奏（正派柊会子ども筝体験教室）（午前11時～）� �
・氷見の万葉歌朗唱（ビバふじみだい児童育成クラブ）（午前11時15分～）

　　　● �みんなで写ろう“ドローン”での古墳撮影と上映（午前10時30分～）
　　　● �柳田布尾山古墳ミニ解説会（午前11時30分～、午後1時30分～）
　　　● �野点
　　　● �古代スイーツ、前方後方墳カレーの限定販売

古代のくらし体験　午前10時30分〜（午前10時〜 受付）
 古代武人着付体験  各回１人、全７回
 古代組みひも体験  各回８人、全７回
 土器パズル体験  参加自由� 協賛　�富山県埋蔵文化財センター

区分 対象事業 実施日（実施期間） 事業の問合せ先

ス
ポ
ー
ツ

ひみ健康カフェ
シニア 11月に3回 スポーツ振興課�☎74-8446ゆっくりラン
ストレッチ 11月に2回

障害者スポーツ大会 11月3日（土・祝） 福祉介護課� ☎74-8113
ノルディック・ウオーキング教室 11月25日（日） スポーツ振興課�☎74-8446「ハンぎょボール」講習会 11月から3月まで

運動実践教室
血糖値が気になる人の運動教室 2月20日（水）

健康課� ☎74-8414

家庭でできる優しい筋トレ 3月5日（火）
血圧が気になる人の運動教室 3月11日（月）

健
診
・
予
防
接
種

医療機関での子宮・乳がん検診 11月から12月まで歯周病検診
医療機関での胃内視鏡検診

11月から3月まで

予防接種
勤務先での特定健診・がん検診 市民課・健康課人間ドック

健
康
教
室

身体と頭の体操教室
福祉介護課� ☎74-8067出前介護予防教室

筋力維持（低栄養予防）教室
各地区の健康教室

健康課� ☎74-8414健康づくり
ボランティアの

元気ハツラツ教室
レクリエーション教室
健康ウォーキング教室
料理教室（�幼児食ラクラクメニュー講座、高齢者料理教室、

バランスの取れた食事づくり教室）
ねんりんピック富山2018ダンススポーツ交流大会（氷見会場）での健康
づくり教室 11月4日（日） 福祉介護課� ☎74-8111

健康教室（こころの健康） 11月8日（木）

健康課� ☎74-8414骨丈夫教室 １回目 11月26日（月）
２回目 11月27日（火）

健康なんでも相談 12月3日（月）
健康教室（歯の健康） 12月4日（火）
健診結果説明会（対象　国民健康保険加入者） 12月7日（金） 市民課� ☎74-8061

ポイント制度
氷見きときと健康ポイント
対象となる11月以降の取り組み
問合せ　企画秘書課 ☎ 74-8011

H
P1227

発見20周年記念 柳田布尾山古墳まつり
問合せ　教育総務課 ☎ 74-8211

問合せ　博物館 ☎ 74-8231

　市では、健康寿命の延伸を目的に、ポイント制度「氷見きときと健
康ポイント」を10月1日から社会実験として試行実施しています。
　ポイントの対象となる11月以降の取り組みは次のとおりです。ポ
イントの対象となる取り組みに参加して、ポイントを貯めることを励
みに健康づくりを行いましょう。
※�ポイントの交付・交換方法など詳しくは広報ひみ10月号8ページ
またはホームページをご覧ください。

　３人以上の団体やグループからの申請により、「健康寿命の延伸」につながる活動であることやポ
イント管理体制などを確認し、適切であればその活動をポイントの対象とします。
　申請は随時受け付けていますので、申請を検討している団体の方は企画秘書課にご相談ください。

みなさんの活動も
ポイント制度の対象にしませんか。

【ポイントの対象となる11月以降の取り組み】

　全国からも注目されて
いる本市の地域回想法。
認知症予防や地域のコ
ミュニケーションづくり
に向けた楽しい事例を紹介します。
　お気軽にご参加ください。
日時　12月2日㈰ 午前10時～正午
会場　�教育文化センター� �

４階ホール
内容　�各地での実践事例の紹介、� �

回想法の体験など
主催　�ほっこり回想クラブひみ

第２回 地域回想法
フェスティバル IN 氷見

入場無料
申込不要

～心ほっこり　頭きときと　地域回想法～

主催　柳田布尾山古墳まつり実行委員会・氷見市教育委員会

子ども
向け
申込
先着順

■ 予防接種費用を助成します
　次の方は、市の助成を受けて通常より安価に予防接種を受け
ることができます。
 対 象 　�接種日現在、市内に住所があり、次の①または②にあて

はまる方� �
① 65歳以上の方� �
② �60歳以上65歳未満で心臓、じん臓もしくは呼吸器の
機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
に障害がある方（身体障害者手帳1級相当）

 期 間 　11月1日㈭〜 12月25日㈫
 場 所 　�市内指定医療機関（右表のとおり）� �

※�市外の医療機関などに入院・入所していて、その施設内での接
種を希望する方は、電話にて健康課（☎74 - 8062）までお問い
合わせください。

 個人負担金 　1,500円
 その他 　・医療機関に予約をしてから接種を受けてください。
　　　　　・接種を受けるときは、必ず健康保険証をお持ちください。

第2次氷見市ヘルスプラン21
マスコットキャラクター

けんちゃん  こうちゃん問合せ　健康課 ☎74-8062

インフルエンザはインフルエンザウイルスに感染してお
こる病気です。12月～ 3月に流行時期をむかえます。かぜ
よりも感染力が強く、特に子どもや高齢者、妊婦や持病がある
方は重症化しやすいので、早めに予防対策を行いましょう。

インフルエンザ
に備えましょう！

インフルエンザ予防接種 を受けましょう！

主な症状は？ 予防対策は？

インフルエンザにかかったかな？と思ったら…

・感染力が強く、急激に発症する
・38℃以上の発熱や悪寒、頭痛
・咳、のどの痛み、鼻水などの症状
・関節痛、筋肉痛、倦怠感などの全身症状

◎ �外出後の手洗い�  
・うがい�  
手指のアルコール
消毒も効果的です。

◎ �人ごみは避ける

◎ �換気をする�  
適度な湿度を保つ�  
室内では湿度50 ～ 60％
を保ちましょう。

◎ �規則正しい生活をする�  
バランスのよい食事�  
適度な運動�  
十分な睡眠

どのようにうつるの？
◎ �飛

ひ
沫
まつ
感染�  

　感染した人の咳やくしゃみなどのしぶき
を、口や鼻から吸い込むことで感染します。

◎ �接触感染�  
　感染した人がインフルエンザウイルス
のついた手で触れたものに、後から触れる
ことで間接的に感染します。

人にうつさないために、マスクをつけましょう。早めに医療
機関に受診しましょう。外出は控え、安静にしましょう。

市内指定医療機関 電話番号
織坂内科医院 伊勢大町一丁目 72-6206
ふちざわ子どもクリニック 加納 72-1557
加藤医院 北大町 72-0608
金沢医科大学氷見市民病院 鞍川 74-1900
河合内科医院 中央町 74-5178
久目診療所 触坂 76-1088
澤武医院 幸町 72-0118
嶋尾内科医院 阿尾 72-0622
白石整形外科医院 柳田 91-5355
高木内科医院 大野 72-8686
高嶋クリニック 丸の内 72-0834
てらにし耳鼻咽喉科クリニック 本町 73-8080
中村記念病院 島尾 91-1307
新鞍小児科医院 南大町 72-3830
西野医院 窪 91-7500
広瀬外科医院 本町 74-2600
福田内科医院 丸の内 72-5610
福老館クリニック 堀田 91-7720
ふるさと病院 鞍川 74-7061
正橋皮膚科医院 丸の内 72-0570
松井内科クリニック 伊勢大町二丁目 72-0074
山岸小児科医院 朝日本町 74-0258
陽和温泉病院 堀田 91-2751

「高齢者の肺炎球菌感染症の予防接種の案内はがき」�
� が届いている方へ
肺炎球菌感染症の予防接種を一部公費負担で受けること
ができるのは、今年度限りです。
　今年度の対象の方は、平成31年3月31日を過ぎると、一部公費負
担で予防接種を受けることができなくなりますので、早めに受けま
しょう。� ※詳しくは広報ひみ10月号24ページをご覧ください。
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消防本部・消防署からのお知らせとお願い

氷見市都市計画マスタープラン
将来都市構造図（案）

市では地方創生に向けて、豊かで住みよい個性あるふるさとづくり
を推進するため、自治会や団体などが実施する「おらっちゃ創生支援
事業」の取り組みを年２回募集しています。
9月12日の第2回提案発表会では、申請した5団体が提案事業を発
表しました。5団体への交付が決定し、補助金交付額は合計192万円
となりました。提案内容は下表のとおりです。

平成30年度おらっちゃ創生支援事業
第2回提案発表会が行われました

問合せ　地域振興課 ☎74─8013

問合せ　消防署 ☎74─8300

団体名
事業名 事業年度 補助金額

事 業 概 要

宇波区
進上物（アゲモン）祭りによる地域づくり 初年度 30万円

江戸安政期に起源をもつ宇波地区の伝統文化の進上物（アゲモン）祭りの担ぎ手を地区の子どもた
ちに広げることにより、郷土愛の醸成を図る。

宮田校区地域づくり協議会
総合的社会福祉活動の活性化事業 初年度 100万円

地域づくり計画書に基づき、地域の総合的社会福祉活動として、降雪時の要支援者に対する除雪
体制の構築と地区児童の育成事業を強化する。

ひみキトキトこども食堂
ネットワーク

続・子どもも大人も地域もこども食堂をもっと知ってもらいたい！ 2年目 14万6,000円

地域住民や市内企業に対し「こども食堂」の活動を周知することで、「こども食堂」への理解を深
めるとともに継続した支援（人材や寄付）につなげる。

（一社）氷見青年会議所
サバイバル体験キッズ～生き抜く力を養おう～ 初年度 13万4,000円

市内の児童を対象に、非日常を想定した状況において、どのようにして居心地の良い空間を作るか
という意味を含めた「居・食・住」の課題を解決するかをサバイバル体験を通して体験してもらう。

鞍川倶楽部

人とひとがつなぐ鞍川山 紅葉（モミジ）いっぱい事業 初年度 34万円

地域のシンボルであり、氷見の玄関口のひとつの能越自動車道氷見ICに位置する鞍川山の斜面
に、地域住民を中心に紅葉を植樹することで、地域の魅力を向上させるとともに氷見市を訪れる
方々の心に残る風景を創る。

 秋季火災予防運動  の実施
　火災が発生しやすい時季をむかえるにあたり、火
災予防思想の一層の普及を図るため、11月9日㈮～
15日㈭の7日間、全国一斉に実施されます。
　期間中は、防火チラシの配布やポスターの掲示、
氷見IC入口の電光掲示板を活用して、住宅防火への
メッセージをお伝えします。
　ストーブやファンヒーターなどの暖房機器の取り
扱いや、ガスコンロなど使用中の火気から目を離さ
ないよう注意しましょう。

防火標語 「忘れてない？
　　　  サイフにスマホに
� 火の確認」

 救急車の緊急走行  について
　救急車は生命に関わる病気や怪我に対して応急手
当をしながら、速やかに医療機関へ搬送する車です。
　しかし、傷病者の状態によっては救急車の振動に
より症状の悪化や苦痛につながることがあります。
そのため、傷病者の症状に応じて速度を調節し、よ
り安全で迅速に傷病者を搬送することを心がけてい
ます。
　自動車などの運転中に緊急自動車が接近してきた
場合は、周囲の状況に注意
して進路を譲っていただき、
安全な緊急走行ができるよ
う皆様のご理解、ご協力を
お願いします。

ゆ
っ
く
り
走
行

す
る
時
も
あ
り

ま
す
。
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［主催］氷見市縁結び会　氷見市　　［問合せ］地域振興課 ☎ 74-8190
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